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　本年４月１日付け人事異動により、大阪法
務局民事行政部首席登記官（不動産登記担当）
から山口地方法務局長に着任しました。
　私は、山口県の出身で、山口地方法務局に
採用された後、これまでに大阪局、岡山局、
広島局、法務省民事局、京都局、そして前任
の大阪局で勤務し、この度の人事異動で山口
局に戻ってまいりました。山口での勤務は10
年ぶりで大変懐かしく思っております。
　会員の皆様におかれましては、長い歴史と
伝統を有する土地家屋調査士制度の下で、表
示に関する登記や土地の筆界を明らかにする
業務の専門家として、我が国の不動産に関す
る権利の明確化及び国民生活の安定・向上に
大きく寄与されてこられていることに、改め
て感謝を申し上げます。
　ところで、令和元年度から実施しています
表題部所有者不明土地解消事業において、現
在、所有者等探索委員として、会員の皆様の
中から17名の方を任命させていただき、大き
な成果を挙げていただいています。本事業は、
防災・減災等の公共事業の実施に係る地方自
治体からの要望に基づき実施しており、スピ
ード感を持って処理を進める必要があります
ので、引き続き御協力いただきますようお願
いいたします。
　また、筆界特定制度については、制度発足
後、令和７年２月末現在、469件の申請があり、
筆界問題の解決に大きく貢献していると実感
しています。会員の皆様には、申請代理人と

して、あるいは筆界調査委員として、制度の
円滑な運用に引き続き御協力いただきますよ
うよろしくお願いいたします。
　次に、法務局地図作成事業につきまして、
地図整備計画に基づき、令和７年度以降の防
災・まちづくり型法務局地図作成事業計画を
策定しております。本年度は、下関市豊前田
町地区において２年目作業を、山口市小郡地
区において１年目作業を行い、皆様の御支援・
御協力により作業を進めてまいります。本事
業を推進していくためには、皆様の御協力が
必要不可欠ですので、引き続き御協力をお願
いいたします。
　最後に、土地家屋調査士法では、土地家屋
調査士の使命として、「不動産に関する権利
の明確化に寄与し、もって国民生活の安定と
向上に資すること」とされています。会員の
皆様には、その使命を果たすため、これまで
培ってこられた専門的知識を活かし、引き続
き御活躍されることを期待するとともに、貴
会のますますの発展を祈念いたしまして、着
任の御挨拶とさせていただきます。

山口地方法務局長着任挨拶

山口地方法務局長　田中博幸
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　令和７年４月14日（月）　山口市役所にて、
山口市と山口県土地家屋調査士会で災害時に
おける支援協力に関する協定を締結しまし
た。山口市から伊藤和貴市長をはじめ、総務
部長、総務部次長、防災統括監が出席され、
当会（本会）からは乗川会長、大來副会長、
山口支部から支部長の益田と椙山副支部長が
出席しました。
　締結式は、伊藤和貴市長の挨拶に始まり、
協定書への調印・披露、最後に乗川会長の挨
拶で締めくくられました。その後、報道各社
による取材が行われ、当日夕刻のテレビ報道
や翌日の新聞記事により、広く県民へ告知さ
れたものと思われます。
　本協定の業務内容としては、被災した土地
及び家屋に係る被災者からの相談への対応を
軸としており、復旧期における被災者の生活
再建に寄与することが期待されています。
我々、土地家屋調査士が日々の業務で培って
きた技能や知識を基に、土地・建物に関する
プロフェッショナルとして相談に応じること
で、被災者の生活再建や早期復旧に向けた道
筋が示せれば幸いです。

　昔から備えあれば憂いなしとよく言います
が、昨今の激甚災害においては自然の力に対
して人間は無力であることを痛感させられま
す。そんな中、復興・復旧に向けた活動は必
要不可欠であることから、我々が取り組む活
動が、被災者に寄り添ったもので不安を少し
でも取り除くことが出来れば、被災者の生活
再建支援につながるものと期待されていま
す。
　実際に災害時に活動を行うのは、各自治体
最寄りの支部会員となりますので、昨年作成
した非常用連絡網の利活用を検討するととも
に、改めまして支部会員の皆様へ支援活動へ
の協力をお願いいたします。
　なお、県内の自治体と同様の協定を結ぶの
は、周南市、岩国市、萩市、下関市に続いて
山口市が５例目となります。ゆくゆくは、県
内の多くの自治体と同様の協定を結ぶことが
出来ればと考えております。
　最後になりましたが、本協定の締結に向け
て山口市との連絡、調整にあたり、当初より
ご指導・ご尽力いただきました吉田充宏山口
県議に厚く御礼申し上げます。

山口市と山口県土地家屋調査士会との「災害時における支援協力に関する協定」　締結式の報告
山口支部支部長　益田正規
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　日調連主催の「令和６年度土地家屋調査士新人研修」は、令和７年２月16日（日）から17日（月）まで「新
大阪ワシントンホテルプラザ」にて、全国から新人土地家屋調査士が集合する形式で実施されました。
　山口会から出席された３名の受講者が感想を寄せて下さったので紹介いたします。

周南支部　林　裕士
　令和６年度土地家屋調査士新人研修に参加
させていただきましたのでご報告致します。
　二日間にわたる研修の一日目は、土地家屋
調査士の職責と倫理についての講義があり、
その後グループ研修を行いました。講義では
業務上で起こりうる事例について調査士の職
責とはいかなるものか、時代による環境の変
化によって専門家に求められるものも変わり
続ける中で、職務の公正さを保ち国民の信頼
を得るために、法令を軸とした倫理をもって
物事を判断することの大切さを学びました。
　グループ研修ではより具体的に参加者と意
見を交えるなかで、自らの認識の誤りに気づ
く場面もあり勉強になりました。
　二日目は報酬額の考え方の講義とそれに関
するグループ研修がありました。講義では報
酬額を決める際の考え方と具体的な方法を教
えていただき、調査士全体の未来のためにも
適正な報酬をいただき職務をおこなうことの
重要性を学びました。
　グループ研修では北は北海道、南は長崎県
と活動場所の異なる参加者の情報や意見を聞
くことで、地域や環境により異なる考えを知
ることができました。
　この度の学びを活かして今後の業務に取り
組んでいこうとおもいます。
　最後に、新人研修の開催にあたり土地家屋
調査士会連合会及び運営にあたられた方々に
対して深く御礼申し上げます。

防府支部　中道敦宏
　一泊二日で大阪会場での新人研修に参加し
ました。本研修の一部として事前に約16時間
のeラーニング講義を視聴・確認テストに回
答することが必須でした。まず集合研修では
調査士の職責と倫理について、弁護士の方か
ら調査士法・調査士倫理規定の内容の講義が
ありました。筆界の専門家として倫理観を持
ち社会的職責を果たすことを求められている
と再確認しました。その後のグループ研修で
は全国からの受講者が８名ずつの班に分かれ
一日目は「倫理について」、二日目は「報酬
額の計算について」の課題を討論しました。
私の班のメンバーは別々の地域（札幌、山梨、
愛知、滋賀、京都、大阪、長崎）の性別・年
齢さまざまな方々で構成されており、討論の
時間が長く設定されていたため、同期の地域
差のある業務の話をいろんな方言で聞けて非
常に楽しく勉強になりました。その後の懇親
会など、オンラインのみの研修では得られな
い経験ができ大阪に行った甲斐がありまし
た。
　本研修会に関わられた各単位会の役員の先
生方、講師の先生方に大変お世話になりまし
た。ありがとうございました。
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宇部支部　垰野大樹
　この度大阪会場で令和６年度土地家屋調査
士新人研修を２日間の日程で受講してきまし
た。
　１日目は土地家屋調査士の職責と倫理につ
いての講義があり、その後８名のグループに
分かれて討論を行いました。
　課題について他の調査士の考え方や様々な
意見に触れることができ、今後の業務を行う
上でとても参考になりました。
　その後夜には懇親会があり、討論で分かれ
たグループごとに席が分けられており、お互
い緊張も解け、日々の業務についての意見交
換を積極的に行うことができ、とても有意義
な時間となりました。
　２日目は報酬額の計算についての講義があ
り、ここでもグループに分かれて討論が行わ
れました。
　仕事をした対価として報酬をいただく、報
酬額の計算を通して事務所運営や経費のこと
など様々なことを考えさせられる内容でし
た。
　私はこの２日間の研修で学んだことを今後
の業務に役立て、土地家屋調査士として恥じ
ぬよう務めていきたいと思います。



支部だより
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日　時　令和７年３月19日（水）
　　　　16：00～17：00
場　所　サンライフ萩　会議室
参加者　萩支部会員　７名
研修タイトル
『金融機関のホンネ？
　土地家屋調査士とお金のよもやま話』
講師　萩山口信用金庫
　　　中小企業診断士　椙本高尉

　萩支部では令和６年度第１回研修会を行い
ましたので報告いたします。講師として萩山
口信用金庫に勤務されている中小企業診断士
の椙本高尉様に、研修のテーマとしてなかな
か聞きづらいお金に関する話を堅苦しくない
状況で話していただきたかったので、講師の
方とも入念な打合せを行った上で研修会を行
いました。
　まず初めに経営の基本と方針の見直し部分
について各種統計資料を基に説明があり、実
際には土地家屋調査士事務所は中小企業とし
ては利益率の平均が高いのが現状であるが、
今後必要になる経営者としての営業利益率の
拡大方法などを解説して頂きました。
　現状の萩・長門地区で抱える人口減少に伴
う問題点が指摘され、業務等拡大を考えてい

く上で何が必要であってどうすれば良いのか
との事で、今後の将来展望とビジネスアイデ
アとして活用していく為にどうしたら良いの
か、どうやって業務の幅を拡げていけば良い
のかをChatGPTを使用してAIによる他業種
とのコラボレーションについてのアイデアが
講師から出され、その資料を基に参加者で考
えて意見交換が行われました。現状での営業
方針だけでなく各種事業者との連携により今
後の営業に活用していけるのではないかとの
意見が参加者からもありました。
　今回の研修会では金融機関の方が講師であ
ったので、実際に借入金や補助金についての
メリットやデメリットがある部分について説
明があり、どうやって活用していったらより
良き経営になっていくかのアドバイスも頂け
ました。
　私としても研修会を終えて、実際の経営業
務に携わる身として新たな視点で今回の研修
で学んだ部分を活用していけるのではないか
と思いました。
　お忙しい中にも関わらず、講師を担当頂い
た椙本高尉様には心より感謝申し上げます。
年度末にも関わらずお忙しい中参加された皆
様お疲れさまでした。

令和６年度第１回萩支部研修会の報告
萩支部企画委員　上村正洋
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日時 場所 件数

４月１日（火）
　10：00～12：00
　13：00～15：00

柳井市文化福祉会館
１階教養室
柳井市柳井3718番地

2

４月１日（火）
　10：00～15：00

山口地方法務局周南支局
３階会議室
周南市周陽二丁目８番33号

6

３月29日（土）
　９：00～12：00
　13：00～15：00

サンライフ防府
研修室２号
防府市八王子二丁目８番９号

5

４月１日（火）
　９：00～15：00

山口県土地家屋調査士会館 
１階ロビー
山口市惣太夫町２番２号

5

４月１日（火）
　10：00～15：00

萩市大字土原526番地
サンライフ萩

0

３月30日（日）
　10：00～15：00

フジグラン宇部
１階通路
宇部市明神町３丁目１番１号

10

４月１日（火）
　９：00～15：00

下関市役所
１階ロビー
下関市南部町１番１号

3

合計 31

「表示登記の日」無料相談会開催場所・相談件数
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日　　時　令和７年４月1日（火）
　　　　　午前10時～午後3時
場　　所　柳井市文化福祉会館
相 談 員　４名
相談件数　２件

　４月１日（火曜日）に柳井市文化福祉会館
にて令和７年度岩国支部の『表示登記の日』
無料相談会を開設しました。
　午前、午後それぞれ１名の相談者の来訪で
した。

　最初の相談者は私有している農地を荒廃さ
せており、今後の活用方向によりどのような
許認可の発生と登記手続きの流れが起こり得
るのか理解したいとの事であったので、相談
者の要望を聞きながら応対をしました。
　午後の相談者も所有している土地（農地）
に関しての質問であり、自分の畑と隣接して
いる隣の畑の地番に関しての質疑でした。
　去年からの相続登記義務化もあり、ある程
度の相談者数を予測していましたが、予想に
反し少ない人数でした。

柳井会場
岩国支部　長井龍夫
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周南会場
周南支部理事　山下裕司

日　　時　令和７年４月１日（火）
　　　　　午前10時～午後３時
場　　所　山口地方法務局周南支局
　　　　　３階会議室
相 談 員　４名
相談件数　６件

　山口地方法務局周南支局３階会議室にて表
示登記の日無料相談会を開催しました。
　今回の相談件数は６件でした。
　相談内容の一部については以下のとおり。

Ｑ．�境界でトラブルがある場合の解決に係る
費用の相談。

Ａ．�土地家屋調査士に見積依頼をしてみては、
又筆界特定制度についても説明。

Ｑ．相続登記についての相談。
Ａ．司法書士に相談されてみてはと回答。
Ｑ．取り壊された建物の相談。
Ａ．滅失登記をされることを進めた。
Ｑ．�所有する土地の位置が不明でありどうし

たらよいかとの相談。
Ａ．�土地家屋調査士に相談されてみてはと回

答。

　相談の内容については、土地に関する相談
が５件、建物に関する相談が１件という内訳
でした。
　来場者の数は例年のようで、午前中が多か
ったように思いました。
　会員同士協力して今年の表示登記の日無料
相談会が終了しました。
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日　　時　令和７年３月29日（土）
　　　　　午前９時～午後３時
場　　所　サンライフ防府　研修室２号
相 談 員　７名
相談件数　５件

　サンライフ防府にて表示登記の日相談会を
開催しました。当日は天候に恵まれましたが、
相談者の数は５名と例年と変わらない相談者
数でした。２名がローカル紙、３名が市広報
誌を見て来場されたとのことでしたが、もっ
と多くの人に認知され相談者数が増えるよう
な工夫も必要だと感じました。参加した相談
員の皆様は、美味しいお弁当で元気を補給し
て、和やかな雰囲気で相談会に臨まれており、
支部の交流の場にもなって、私も嬉しい気持
ちになりました。相談内容は以下の通りです。

相談１
・�門柱が隣地に越境していて隣人とは合意し

ているのだが、世代を超えてトラブルにな
らないためにはどうしたらよいか。

相談２

・�所有する建物の１階部分をだいぶ昔に増築
しているが、登記の必要があるか。

相談３
・�隣地のブロックが越境しているが、将来売

買する時に問題にならないだろうか。
といったものでした。

　それぞれの担当者の回答に、相談者の皆様
は概ね満足されたようでした。他の相談２件
は土地相続に関する相談と、自己所有不動産
の売却に関する相談であり、土地家屋調査士
の職域の相談ではない部分もありましたの
で、その旨を丁寧にお伝えして、適切かつ、
答えれる範囲で対応しました。土地家屋調査
士の職域がどこまでかは相談者にはわかりに
くいところもあると思うので、そこをわかり
やすくしたり、ではどこに相談したらよいの
か、というご案内が必要だと思いました。相
談者のなかには、世間話も交えて笑顔で話さ
れている相談者もおり、印象的でした。この
ように市民と資格者が交流する機会になる相
談会はとても良い機会だと実感しました。以
上、無料相談会の報告でした。

防府会場
防府支部理事　松田幹央
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山口会場
山口支部　福田裕之

日　　時　令和７年４月１日（火）
　　　　　午前９時～午後３時まで
場　　所　山口県土地家屋調査士会館
　　　　　１階ロビー
相 談 員　２名
相談件数　午前４件、午後１件　計５件

　当日は、先週の温かさが嘘のような寒さの
ぶり返した表示登記の日でした。
　午前９時を待たれたように早速、進入路の
境界等についての相談に来られました。
　続いては、建物の権利証に記載されている
床面積と、毎年送られてくる固定資産税の納
付通知書に記載されている建物の床面積が違

うけどいいんでしょうかという相談でした。
　次に来られたのは、地区所有の未登記の建
物を登記したいという相談でした。
　午前最後の相談は、建物を共有で新築する
けど持分割合はどのようにしたらよいでしょ
うかという相談でした。
　午後からは、お一人の相談があり、内容は、
土地の合筆登記についての相談でした。
　ご相談の回答では、不動産の登記等につい
てわかりやすい言葉で丁寧にアドバイスする
ことが重要であることを再認識し、相談者の
方が満足した様子でお帰りになられたので、
充実した表示登記の日となりました。
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日　　時　令和７年４月１日（火）
場　　所　サンライフ萩
相 談 員　２名（三好、上村）午前10時～午後０時30分
　　　　　２名（古江、河内）午後０時30分～午後３時
相談件数　０件

　萩支部では、昨年同様、今年も相談者のご来訪はありませんでした。市報へ開催の旨を掲載
しましたので、市民の皆様にはせっかくの機会を活用していただきたかった思いもありますが、
日々、萩支部の先生方が、適切に業務を行っているからこその成果であると思います。
　対応者として集まった我々は普段の業務についてなど、意見交換を図ることができました。

萩会場
萩支部支部長　河内浩己
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日　　時　令和７年３月30日（日）
　　　　　午前10時～午後３時
場　　所　フジグラン宇部１階
　　　　　靴のパリー付近
相 談 員　午前３名・午後３名
相談件数　10件

　「表示登記の日」無料相談会を上記の通り
行いました。最近の傾向なのか会場設営が終
わると同時に、朝一番10時前には１件目の相
談者が。前回より相談員を３人体制に減らし
たのですが、新聞広告の効果なのかあっとい
う間に３組の相談者の対応をすることにな
り、待っておられる相談者もあり「整理券は

ないのでしょうか？」といわれる状態でした。
11時半くらいには落ち着きましたが午前中10
組の相談がありました。午後からは相談者が
来られなかったということで、時間帯による
混み具合が顕著に表れた相談会となりまし
た。
　相談内容は境界問題、ほか多岐にわたるも
のでした。
　商業施設の雑踏、多数の相談者等への対応
で気持ちにも余裕がなくなってしまった感は
否めず、今後相談員の人数割合、待合席設置
など今後の課題なのかなと感じる相談会でし
た。

宇部会場
宇部支部支部長　長畑　宏
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下関会場
下関支部企画委員　中藤敏志

日　時　令和７年４月１日（火）午前９時～午後３時まで
場　所　下関市役所１階ロビー
相談員　午前　２名　　午後　２名
相談者　午前　１名　　午後　２名
　下関支部では４月１日（火）の「表示登記の日」の無料相談会を下関市役所１階ロビーにて
行いました。年度始まりでもあり、来庁者など、ロビーを行きかう人は多かったのですが、午
前中に相談が１件、午後からは相談が２件と、少々残念な結果となりました。
　私は午前を担当し、１件の相談を受けましたが、山林に関するもので、地図が無く困ってい
るとの事でした。今後、土地家屋調査士会の山林地図が、このような方の助けになるよう活用
できればと期待しております。
　今後も無料相談会に積極的に参加し、市民の皆様の不動産登記や、境界に関する悩みを解決
できる一助になれるよう努めたいと思います。簡単ではありますが「表示登記の日」無料相談
会の報告とさせていただきます。
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１．日時　令和７年２月14日（金）
　　　　　10：00～15：00
２．会場　�維新大晃アリーナ（維新百年記念

公園・スポーツ文化センター）
３．主催　�2025県内進学・仕事魅力発信フェ

ア実行委員会
　２年連続同じ月日で、県内の公立・私立高
校１年生を対象に、県内の進学先や就職先や
資格を紹介するフェアに参加し、山口県土地
家屋調査士会としては、資格を要する仕事の
一つとしてブースを拝借し、アピールをし続
けました。
　古江副会長、荒川部長を擁す積極的布陣で
臨んだので、「お願い」調ではありながらも、
ブースへの総動員数は昨年の28人→62人へと
２倍以上になりました。予定していた配布物
を途中で切らすことになり、大盛況でした。
　測量器材として、トータルステーション、
ドローン、ノートパソコンを近くに並べ、「こ
の資格を取得する平均学習時間は約1,500時
間、これは某人気ゲームを攻略するのに必要
な時間に匹敵するが、頑張ればそう苦でもな
い・・・」、「この仕事は、時間とお金がある
程度自由に捻出できる・・・」などというセ
ールストークは、ひととおり来場者の心をつ
かんでいたので、特に後者は、私も今後のこ
の仕事における目標にしたいですが、時折学
生から「どんな人がこの仕事に向いています
か？」という質問も頂戴し、「そうだね・・・
他人と接することが苦にならない人がいい
ね。」と答えを出すのに少し迷うケースもあ
りました。時折、生徒たちと軽快にお話され、
一見社会人のように見える方々がおられまし

たが、引率者の先生方だったように思われま
す。ご来場いただいた各学校の生徒の皆さん
と先生方に心より御礼申し上げます。
ブース着席者の在籍高校、性別、人数の内訳
　午前　下関商業高　　男子　11名
　　　　　　　　　　　女子　６名
　　　　下関国際高　　男子　４名
　　　　　　　　　　　女子　２名
　　　　柳井学園高　　男子　４名
　　　　聖光高校　　　女子　４名
　　　　田布施農工高　男子　１名
　　　　柳井商工高　　男子　３名
　　　　長門高校　　　男子　２名
　午後　熊毛北高　　　男子　１名
　　　　田布施農工高　男子　７名
　　　　　　　　　　　女子　２名
　　　　田部高　　　　男子　３名
　　　　成進高　　　　男子　３名
　　　　誠英高　　　　男子　３名
　　　　山口県鴻城高　男子　６名

2025県内進学・仕事魅力発信フェアinやまぐちの報告
広報部理事　阿川哲雄
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　令和７年２月18日（火）に下関工科高等学
校において、午後１時30分から約２時間、建
設工学科の２年生（13名）の生徒に対して出
前授業を行いました。
　下関支部から星本支部長、半野理事、桑田
理事と私（中村）の４名の他、協力業者の有
限会社ソキワーク、有限会社宗正建設と一緒
に参加いたしました。
　授業の内容は、まず星本支部長の挨拶から
始まり、次に本会よりお借りした「境界をさ
がせ！～３人の土地家屋調査士たち～」の
DVDによる、約30分の動画視聴となりまし
た。
　全くの異業種から、親族が土地家屋調査士
だった縁もあって土地家屋調査士になった
話、自身も東日本大震災の被災者でありなが
らも、その地で土地家屋調査士業を営みつつ、
復興支援にも携わっていく話が上映されまし
た。
　上映後は、有限会社宗正建設より事前に準
備されたタブレットを使用して、教室内をま
んべんなく情報収集すると、その教室内の３
Dモデルができあがるとともに、教室内の平
面図、立面図、断面図が寸法入りで作成され
る、という実演がありました。
　次に、生徒たちは３班に分かれてもらい、
下関工科高等学校のグラウンドに移動して、

杭ナビ、自動追尾のトータルステーション、
マニュアル操作のトータルステーション、の
３種類の方法による復元測量を、各班ローテ
ーションによって全て体験していただきまし
た。
　杭ナビや自動追尾による復元測量に比べ、
マニュアル操作による二人一組での復元方法
は、復元位置の指示などの意思の疎通が大変
そうではありましたが、様々な機器を触ると
いう面でも、良い経験になったのではないか
と思います。
　最後に、この度の出前授業の機会をいただ
いた下関工科高等学校の先生方及び、出前授
業にご協力いただいた方々に感謝を申し上げ
ますと共に、出前授業の報告といたします。

下関工科高等学校出前授業の報告
下関支部理事　中村将二
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会員氏名　川
かわ

口
ぐち

尚
ひさ

德
のり

Ｑ．�家族構成・事務所のスタッフについて教え
てください。

　現在は、妻、妻の母親、うさぎ（ちゃいくん）
と３人＋１匹で暮らしています。
　子供は男、女１人ずつ、それぞれ新しい家族
を持ち独り立ちをしています。
　昨年「孫」が誕生し「じじい」としては、何
と呼ばせようかと作戦を練っていますが多分私
の希望は通らない・・・
　事務所のスタッフは、男女併せて５名の補助
者と一緒に働いています。

Ｑ．事務所の所在地について教えてください。
　徳山駅の南200Mくらいの場所に事務所を借
りて営業しています。非常に便利の良い立地だ
と思っていますが、目立つ看板があるわけでは
ないので、初めてお越しになる方は、ほぼ通り
過ぎて「どこ？」と電話が入る始末です。

Ｑ．調査士になったきっかけは？
　高校を卒業後地元の企業に入社し、工場内の
設備関係の保守点検等を行う仕事をしていまし
た。工場のなかでは特殊な仕事でやりがいがあり充実していましたが、何かのきっかけ（それ
が何だったかは思い出せない・・・）で「井の中の蛙やな」工場のなかでは重宝されているけ
ど外に出たら知らないことがたくさんあるよな・・・と思うようになり、社会生活の中で必要
とされる知識や技能を身に着け、社会生活に直結する仕事がしてみたいと思うようになりまし
た。ちょうどバブル時代が終わりかけていた頃だったのですが不動産関係の仕事が目に付いた
のでしょう・・・どちらかといえば「国語」より「算数」の方が得意だったので測量が理解で
きそう→土地家屋調査士の資格までとチャレンジが始まりました。

事務所の外観です

事務所の中で

事務所紹介事務所紹介 川口尚德　事務所
周南市築港町５番５号

周南支部
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　お亡くなりになりましたが、宮崎晴雄先生の事務所を訪ねたところ、まったくのド素人だっ
た私にまずはどんなことをしているのか経験してから転職を考えてみてはどうかとアドバイス
をくださり、仕事をしながら週末アルバイトからのスタートでした。以後転職し宮崎先生、事
務所の先輩方には大変お世話になり経験もさせていたいたことが今日につながっていると感謝
しています。

Ｑ．調査士業務の中で一番印象に残っていることは？
　調査士業務の中でというか、開業して初めてお仕事が頂けたときの事でしょうか。
　いまでもその時の気持ちを忘れることなく「初心忘るべからず」と言い聞かせています。
　そのほか失敗談の方が記憶に残っているもので、あまり思い出したくない（健康に悪い）の
で書くのをやめておきます。

Ｑ．座右の銘について教えてください。
　「継続は力なり」ですね。
　継続して成長していかないと！

Ｑ．休日の過ごし方について教えてください。
　改めて休日に何をしているかと言えば・・・何だ？
　気が付けば仕事しているイメージがあるなと寂しい気持ちになってしまいますね（笑）。
　一昨年までは少年サッカーチームのお世話を20年近くしていて週末は子供たちの元気な姿を
見てパワーを貰っていましたが、引退し今はそれがなくゴルフだったり、奥さんと出かけたり
ですかね。今年は、最近行けていない野球観戦なんかも行ってみたいですね。

Ｑ．広報部への要望などありますか？
　お忙しい中、広報活動お疲れ様です。広報部の方々を含め調査士会の役員の皆さんにはお忙
しい中、山口会の為に日々活動していただき感謝申し上げます。

Ｑ．使用している光波、測量ソフト等を教えてください。
　光波・・・TOPCON
　測量ソフト・・・TREND-ONE
　そのほかレベルやドローンなど使っています。

Ｑ．その他
　今年の初めに「ぎっくり腰」が再発して、現在も後遺症で思い
切り体を動かすことにちょっと恐怖感があるのですが、ボチボチ
慣らし中です。
　皆さんケガなどに気を付けてお仕事頑張りましょう！ まじめに働いています
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会員氏名　大
おお

窪
くぼ

圭
けい

子
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Ｑ．家族構成について教えてください。
　ちょっと寂しい一人暮らし。夫は四年半前に
病気で亡くなりました。子供達（息子二人）は、
独立しそれぞれ家庭を築いています。
　夫が亡くなって、車の運転中にふと思い出す
と、涙がいっぱいになって前が見えなくなり、
怖くなるので仕事のことばかりを考えるように
していました。それぞれ好き勝手なことをして
いた夫婦でしたが、いなくなると不安な事が沢
山で、いてくれた事がとても有難いことだった
と気付かされました。
　去年のことです。「大窪さんのご主人亡くな
られたのハロウィンの頃でしたよね。」と。
　命日は「あれ？」昨日とかと言う話ではなく、
ハロウィンはもう一週間前に終わっていまし
た。すっかり忘れてしまってて、天に向かって

「ごめんなさ～い。お茶とコーヒー毎日上げて
るでしょ。毎日自由時間ありがとう～」と私。
あれ？一人暮らしの表現ちょっと違ったかな。

Ｑ．�事務所の所在地・事務所のスタッフについ
て教えてください。

　宇部市則貞六丁目１番２号
　国道190号線沿いで、常盤公園の近くです。隣にやよい軒があります。
　一棟の建物の中に、土地家屋調査士事務所と司法書士事務所と行政書士事務所とが、横並び
にあり、狭い建物に８人おります。
　大窪事務所は私を含め、４名で業務を行っております。補助者は男性２名女性１名で美男美
女です。長く勤めてくれていますので、とてもそれだけで有難いことだと思っています。それ
ぞれに補いあえているいい関係であると自負しております。出会えたことに感謝です。

大窪圭子　事務所
宇部市則貞六丁目１番２号

宇部支部
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Ｑ．調査士になったきっかけは？
　私は司法書士・土地家屋調査士事務所の補助者として働いていました。ある時、事務所の所
長（先生）が、バブルが弾け高齢になったこともあり、事務所を閉めると言われました。そこ
からです。仕事探しが始まったのは。
　私は定年まで補助者でいて、後は専業主婦と考えていたので、そこから紆余曲折のスタート
です。
　勤務していた事務所では補助者３名で私だけ女性という職場でした。事務所が無くなって外
に出てみると、いかに私が甘やかされた職場にいたかということを思い知らされました。
　男性ばかりの職場でしたから、とても大事にしてもらっていたんだと改めて気づかされまし
た。先生もとても優しく接して下さっていたのを、当たり前の様に思っていたのです。
　「前の職種に戻りたい。」と、知り合いに相談したら、「資格を取ればどこかの事務所の後継者
とかで雇ってもらえるんじゃないかなあ。」なんて言われ、何のあてもなくコープのサービスコ
ーナーでパート勤めをしながら試験勉強を始めました。只々戻りたい、あの環境に戻りたいと
いう一心でした。人生でこんなに勉強したことは無いと言う位勉強し、三回目で合格しました。
受験番号を見た時泣きました。号泣でした。山口地方法務局で合格証書を頂いたとき、50歳の
誕生日のちょっと後、その時はまだ嬉しさだけの私でいました。
　あちこち知り合いに聞いてみたりしましたが、私を必要としてくれる事務所は全く無く、不
景気の真っ只中。そんな時、開業しないかと声をかけて下さったのがコープの店長さん。小さ
い部屋が空いていたので、空いているのが嫌だと言う理由だけで私に話が回ってきたのです。そ
んなこんなで皆様の後押しがあり、恐る恐る開業。「本日大根１本100円」とコープのアナウン
スをBGMとして働き、五年後に今の事務所に引越しし、どうにか今日まで続けてくることが出
来ました。いい方々にお会い出来てのことだと感謝しております。

Ｑ．趣味を教えてください。
　ずっと続いているのが社交ダンスです。開業する少し前位から始まりました。体調が悪くな
ったのがきっかけで、何か運動をしないととの思いからスタートしました。
　習い初めは新しいことばかりで、楽しくて楽しくてで、レッスン時間はあっという間に過ぎ
ていました。
　「今は？」と聞かれると、個人レッスンで50分。フルで踊ることはまず無理で、休憩の数が増
えました。三回転は二回転に、仰向けに後ろにたおれるのは、頭がフラフラするようになりや
や甘めの姿勢。ダンスでピタッと静止した時、きちんとぶれずに立つが当たり前なのですが、か
なり努力を要するようになりました。
　で、気を付けていることがあります。姿勢です。腰をグッとおへその方へ入れて、肩を外に
開き、胸から首にかけてスッと伸ばす。ダンスの基本です。これが難しい。一人できれいに立つ。
静止していればキープ出来ますが、ぐるっと回転したら、あれれです。姿勢は姿勢はどうなっ
てる～‼
　二人で組んだらユリの花のように美しくと言われているのは何処へ。
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Ｑ．最近の日課にしていることについて教えてください。
　毎朝Snow Man（アイドルグループ）のダンスを１曲踊ります。
　スローテンポのダンスで、オリジナル体操を加えラジオ体操の代わりです。
　カッコ良く、アップテンポな曲で踊りたくて真似してみたのですが、足首あれ？膝あれ？筋
が痛くなってきてません？
　健康のためにやってるはずなのに、不健康に向かってません？スローテンポが精一杯。
　そんなお年頃の私です。



親睦クラブの活動
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　令和７年４月13日（日）周南市のユニマッ
ト山口ゴルフ倶楽部にて第13回山調ゴルフ同
好会コンペが開催されました。
　今回も前夜祭から参加し周南でおいしいお
酒と肴を堪能、翌日のコンペに臨みました。
　当日は、前日からの雨が降り続きゴルフ場
に向かう道中も結構な量が降っていました
が、晴れ男が多いのかスタートする頃には雨
も上がっていました。しかしながら、４月と
は思えないほどの冷たい風が吹き荒れ、コン
ペも荒れ模様の予感です。
　冨永さんの２回連続の始球式で始まり、３
連覇を阻止しようと皆が意気込んでスタート
していきました。思いとは裏腹に寒さと強風
の影響を受け、思うようなプレーができない
ことも多々ありました。風が強くアゲンスト

（向かい風）の場合、いつもより２クラブ大
きい番手で打たないと届かないこともあり、
ゴルフが格段に難しくなります。全英オープ
ンがそのいい例です。
　最近は多くのゴルフ場でカートナビが導入
され、ピンや目標までの距離が表示されるの
で便利になっています。また、コンペ参加者
のグロス順位をリアルタイムで見ることがで
きたりするので、盛り上がりながら楽しくラ

ウンドしています。
　コースはというと、アップダウンやブライ
ンド（先が見えない）ホールも意外と多く、
全体的にトリッキーな印象でした。
　結果の方は、各賞のドラコン賞が山根さん
と周原さん、ニアピン賞が益田と乗川さん、
順位賞の第３位に冨永さん、第２位に篠田さ
ん、優勝は私、益田でした。なお、上位３名
はハンデに助けられての成績で、この日一番
上手に回ったベスグロ賞は松永さんでした。
　優勝副賞として次回コースの選択権と会報
執筆のお役目を頂戴しました。最近は、優勝
しても素直に喜べない、２位の方が良いなん
て話もあるので、次回からは２位の副賞とし
て会報執筆を入れたいと思います。
　山調ゴルフ同好会のコンペも平成31年４月
に第１回大会を開催してから早いもので７年
目に突入しました。大体年２～３回のペース
でコンペを開催しており、次回は７月、県央
部での開催予定です。いつでも新規参加者を
募集していますので、事務局または同好会会
員までお気軽にお問い合わせください。
　最後になりましたが、「皆で楽しくゴルフ
しませんか？」。

山調ゴルフ同好会第13回大会の報告
ゴルフ同好会　益田正規
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事務局だより 会員異動状況

1 ． 会員入会状況

氏
ふ り が な

名
（生年月日）

入　会
年月日 事　務　所 TEL FAX

中
なか

野
の

　陽
よう

子
こ

（S50.11.12）
R７.４.１ 〒755-0096

宇部市開四丁目14番37号
（0836）
43-7405

（0836）
43-7406

地
ち

代
しろ

　弘
ひろ

文
ふみ

（S37.8.12）
R７.４.１ 〒751-0802

下関市勝谷新町三丁目16番６号
（090）

1016-5312
（083）
256-5326

瀬
せ

口
ぐち

　蔵
くら

弘
ひろ

（S50.4.3）
R７.４.１ 〒756-0811

山陽小野田市稲荷町９番14号
（0836）
83-2845

―

八
や

木
ぎ

　淑
とし

江
え

（S52.1.26）
R７.４.１ 〒756-0815

山陽小野田市高栄二丁目4番２号
（070）

5307-0430
―

松
まつ

岡
おか

　達
たつ

也
や

（H5.1.22）
R７.４.１ 〒759-0204

宇部市大字妻崎開作39番地１
（0836）
41-5041

（0836）
41-5042

　◆新入会員よりひとこと

　中野陽子　会員
　この度、山口県土地家屋調査士会に入会いたしました中野と申します。
　これまで15年間不動産会社で賃貸、売買をしてきました。
　調査士業務未経験ですが、皆さま、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

　地代弘文　会員
　この度、山口県土地家屋調査士会に入会させていただきました地代弘文と申します。長年、サラリーマンをし
ておりましたが、退職を機に生涯通じて出来る仕事として土地家屋調査士業を選択いたしました。
　令和６年度に行政書士を登録し、他資格として２級建築士、１級土木施工管理技士、宅建士、技術士、測量士、
危険物取扱責任者、給水装置工事主任技術者、公共工事品質確保技術者を取得しております。
　先輩方のご指導ご鞭撻を頂きながら少しずつ成長して参りたいと思いますので、今後共よろしくお願いします。

　瀬口蔵弘　会員
　東京の新聞社で30年近く記者をしていました。50歳になるのを機に転職を決意。地元の山陽小野田市にある父
の土地家屋調査士法人で働いています。
　聞けば祖父も調査士だったとのこと。75年に及ぶ調査士制度の歴史とともに歩んできた一家の３代目として100
年を目指して、取り組んでいきます。

　八木淑江　会員
　まったくの素人より入会いたしました。
　皆様と少しでも会話ができるように毎日が勉強で、落ち込むことも多いですがお会いした際にはご指導の程よ
ろしくお願いいたします。
　先日、事務所として部屋を整えるために一人でピアノを動かしました。体は小さいですが意外と力持ちです。
どうぞよろしくお願いいたします！

　松岡達也　会員
　私は９年間補助者としてこの業界に携わってきました。これまでの知識と経験をいかし、日々精進していきた
いと思います。
　趣味はフットサルで体を動かすことが好きです。
　まだまだ未熟な身でありますので、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。
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２ ． 会員数
　令和７年４月１日現在会員数
　　　　　会員数　203　　　法人数　４

３ ．事務所変更

支 部 氏　名 変　更
年月日

変　更　後
事務所 ＴＥＬ ＦＡＸ

山 口 吉岡　英治 R7.2.15
〒754-0002
山口市小郡東津一丁目21番21号
� （住居表示）

― ―

宇 部 垰野　大樹 R7.4.1
〒756-0091
山陽小野田市日の出三丁目7番15号
　伊藤仙ビル404号

（0836）
52-7369

（0836）
52-7380

宇 部 西村　暢夫 R7.５.1 〒757-0216
宇部市大字船木979番地11

（0836）
67-0757

（0836）
38-7133

4 ．ＴＥＬ・ＦＡＸ等変更
支 部 氏　名 変　更　事　項 変　更　後

下 関 山田　篤志 FAX 083-242-1358

会務報告
開　催　日 会　　　務 場　　所

１月９日（木）
法務局への新年挨拶 山口地方法務局

正副会長会議
調 査 士 会 館

（電 子 会 議）
１月15・16日（水・木） 全国会長会議 東 京 都

１月16日（木） 第３回全国統一情報共有・会員管理システム協議会及び第６
回統一システム選考委員会 （電 子 会 議）

１月24日（金）
第３回理事会 山 口 市
新年互礼会 山 口 市

１月28日（火）
第４回境界問題解決支援センター運営委員会 調 査 士 会 館
日調連ODR実証実験 調 査 士 会 館

１月31日（金） 社労士会賀詞交歓会 山 口 市
２月４日（火） 選挙管理委員会 （電 子 会 議）
２月５日（水） 山口法律関連士業ネットワーク理事会 山 口 市
２月６日（木） 第４回広報部会 調 査 士 会 館

２月12日（水） 境界問題相談所開設 山口地方法務局
岩 国 支 局

２月14日（金）
境界問題解決センターふくおか設立20周年記念講演会 福 岡 市
第７回業務部会 調 査 士 会 館
2025県内進学・仕事魅力発信フェアinやまぐち 山 口 市

２月16・17日（日・月） 令和６年度土地家屋調査士新人研修（大阪会場） 大 阪 府
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開　催　日 会　　　務 場　　所

２月18日（火）

注意勧告理事会
調 査 士 会 館

（電 子 会 議）
第４回総務部会 調 査 士 会 館
役員推薦委員会 調 査 士 会 館
下関工科高等学校出前授業 下 関 市

２月19日（水） 研修管理システム（manaable）説明会 （電 子 会 議）

３月５日（水）
土地家屋調査士試験合格証交付式 山口地方法務局
土地家屋調査士登録説明会 調 査 士 会 館
新規事務局職員採用面接 調 査 士 会 館

３月６日（木）
日調連全国広報担当者会同 （電 子 会 議）
第７回統一システム選考委員会 （電 子 会 議）

３月11日（火）
筆界特定制度と土地家屋調査士会ADRとの連携についての
協議会 調 査 士 会 館

第５回境界問題解決支援センター運営委員会 調 査 士 会 館
３月14日（金） 中国ブロック役員会議 岡 山 市
３月17日（月） 「公明党議員との勉強会」打合せ会 調 査 士 会 館
３月27日（木） 山口地方法務局長退任ご挨拶 調 査 士 会 館
３月28日（金） 公明党議員との勉強会 山 口 市
３月29日（土） 表示登記の日無料相談会 防 府 市
３月30日（日） 表示登記の日無料相談会 宇 部 市

４月１日（火） 表示登記の日無料相談会
県 下 ５ 会 場

（�柳井市・周南市・山口
市・ 萩 市・下 関 市）

４月４日（金）
登録証交付式 調 査 士 会 館
第２回役員推薦委員会 （電 子 会 議）
山口地方法務局長就任ご挨拶 調 査 士 会 館

４月８日（火） 全国統一システム定例打合せ会 調 査 士 会 館
４月９日（水） 境界問題相談所 山口地方法務局
４月10日（木） 決算監査会計書類確認作業 調 査 士 会 館

４月11日（金）
山口法律関連士業ネットワーク監査会・引継会 調 査 士 会 館
令和６年度決算監査 調 査 士 会 館
第１回財務部会 調 査 士 会 館

４月14日（月）
山口市との「災害時における支援協力に関する協定締結式災
害協定締結式」 山 口 市

山口地方法務局不動産登記部門着任ご挨拶 調 査 士 会 館

４月16日（水）
会報編集会議 調 査 士 会 館
定時総会会場下見 山 口 市
第１回常任理事会 調 査 士 会 館

４月23日（水）

山口県住宅課との協議 調 査 士 会 館
定時総会懇親会打合せ会 調 査 士 会 館
第１回理事会 調 査 士 会 館
山口法律関連士業ネットワーク理事会 調 査 士 会 館

４月25日（金） 岩国支部総会 岩 国 市
４月26日（土） 防府支部総会 防 府 市



編集後記
　この２年間、広報部長として会報の編集に携わる機会をいただき、今回が任期最後の号となり
ました。うれしくもあり、ほっとしているというのが正直なところです。
　初めは誌面構成や原稿依頼に右往左往しながらも、古江副会長と大下部員、阿川部員の支えに
助けられ、一歩ずつ進んでまいりました。誌面を通じて、会員の皆さまに少しでも「読んでよかっ
た」と思っていただけるよう心がけてきましたが、至らぬ点も多々あったことと思います。それ
でも、この「会報やまぐち」が、会員相互のつながりや情報共有の一助となっていれば、これに
勝る喜びはありません。
　次号からは新たな広報部体制となりますが、どうか今後も変わらぬご支援とご協力をお願い申
し上げます。最後に、これまでお寄せいただいたすべての原稿、そして温かい励ましに、広報部
一同心より感謝申し上げます。ありがとうございました。
� （広報部長　荒川　猛）
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●個別にご加入されるよりも保険料が割安です。

保険金額20 0万円の年間保険料

測量機器総合保険（本制度） ： 3 0 , 0 0 0円

動産総合保険（個別加入） ： 8 3 , 8 2 0円

●免責金額はありません。

測量機器総合保険
（動産総合保険）

のご案内

お問い合わせ先

日本土地家屋調査士会連合会共済会 測量機器総合保険の特徴

会会員員がが所所有有・・管管理理すするる測測量量機機器器（（製製品品№№ののああるる機機器器にに限限るる））ににつついいてて

業務使用中、携行中、保管中等の

偶然な事故による損害に対し、

保険金をお支払いします。

このチラシは動産総合保険の概要をご説明したものです。詳細はパンフレット等をご覧ください。
ご加入ご検討の方、パンフレットをご希望の方は桐栄サービスまたは三井住友海上までご連絡ください。

日日本本土土地地家家屋屋調調査査士士会会連連合合会会共共済済会会

取扱代理店 引受保険会社

有有限限会会社社桐桐栄栄ササーービビスス
東京都千代田区神田三崎町１丁目２－１０

土地家屋調査士会館６Ｆ

TEL ０３（５２８２）５１６６

三三井井住住友友海海上上火火災災保保険険株株式式会会社社
広広域域法法人人部部営営業業第第一一課課

東京都千代田区神田駿河台３－１１－１

TEL ０３（３２５９）６６９２

保険期間
２０２５年４月１日午後４時から２０２６年４月１日午後４時まで
※保険期間の中途での加入もできますので、ご希望の場合には桐栄サービスまでご連絡ください。

等等

保管中の測量機器が

火災にあい焼失した。
測量中誤って

測量機器を倒し壊れた。

測量機器を事務所、自宅等

に保管中に盗難にあった。

21 3
例例ええばば

約64%
割安!

B24-901474 承認年月 2024年11月

「土地家屋調査士賠償責任保険」とは異なりますのでご注意ください。



測量CADシステム【トレンドワン】

「登記データ入出力」オプションのご紹介

R5年1月23日から「地図XMLデータ」が無償公開されました

G空間情報センター
から地図XMLデータを

ダウンロード

瞬時に

これまで、法務局が有する地図データは、地図証明書・図面証明書として法務局で写し
の交付を受ける方法や、インターネットを利用したPDFデータの閲覧をする方法（登記
情報提供サービス）で、情報の提供されていましたが、今回新たに、地図XMLデータと
して加工可能なデータがＧ空間情報センターを通じて無償で一般公開されました。

「地図XMLデータ」を取込み、図面作成に活用ください！

〒910-0297 福井県坂井市丸岡町磯部福庄5-6
https://const.fukuicompu.co.jp

●お問合せ

【福井コンピュータグループ総合案内】

0570-039-291

見積段階での準備として、これまで経費で取得していた地図データが無
償で取り込めて経費削減につながる‼

公図訂正の業務がとっても楽になる‼ XMLデータがすぐにCADになるの
で利用価値はすごくある‼

時間を気にせず、ネット上からいつでも好きなタイミングで取得できる
のは、とても便利‼

瞬時に正確
に取込み可能

座標管理・地番管理に登録!
※出展元：Ｇ空間情報センターからダウンロードした法務省の登記所備付地図を画面中に表示させています。

※令和5年1月23日に公開された地図データは、令和4年1月から2月までの地図データを抽出した情報です。

●見積り・デモ依頼・導入のご相談 ⇒

お気軽にお申し付けください。



いつでも、どこでも、新しい測量体験を。

測測量量、、イイメメーージジンンググ、、3Dススキキャャンンをを

一一つつのの強強力力ななソソリリュューーシショョンンでで

〒735-0004 広島県安芸郡府中町山田2-4-1
TEL : 082-236-3820 FAX : 082-236-3821 
URL : http://www.tp-c.jp/

株株式式会会社社
トトリリンンブブルルパパーートトナナーーズズ中中国国

お問い合わせ先

Trimbleがが提提案案すするる最最新新ソソリリュューーシショョンンでで

業務が「はかどる」

Android OS対応の
新コントローラーソフトウェア

Trimble R12i
斜斜めめ観観測測のの手手軽軽ささでで

GNSS作作業業効効率率をを大大ききくく変変ええるる

登登記記多多角角点点

観観測測オオププシショョンン

「「誰誰ででもも」」「「簡簡単単にに」」「「確確実実にに」」

登登記記多多角角的的観観測測ととTS点点間間チチェェッックク

株株式式会会社社 諏諏 訪訪

〒755-0024 山口県宇部市野原1-12-30
TEL : 0836-31-8799 FAX : 0836-31-8752 
URL : https://yamaguchi-suwa.com

Trimble S7
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山口県土地家屋調査士会

山口市との「災害時における支援協力に関する協定」締結式

県内進学・仕事魅力発信フェアinやまぐち 表示登記の日無料相談会（下関会場）

物見山公園（山陽小野田市）


